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1. まえがき 

液体試料の粘弾性を評価する手法の一つに，

複素反射率測定法が報告されている[1]．この

手法では少量の液体サンプルで評価が可能と

いう利点がある. 

本報では，基板付き擬似すべりモード c軸傾

斜配向 ScAlN 薄膜共振子の SH（ Shear 

Horizontal）波の垂直入射による複素反射率測

定の原理で液体試料の粘弾性評価を行った． 

 

2. 原理 

共振子基板 -試料界面の複素反射係数を

 je−=*
，基板と液体試料の複素音響イン

ピーダンスをそれぞれ，ZS
*，ZL

*としたとき，

|ZS
*| >> |ZL

*|とみなし，かつ音波が垂直に入射し

た場合，式(1)が成立する．  

ZL
∗  ≅ 

1− 2+𝑗2 sinθ

1+ 
2+2 cosθ

ZS
* 

求めた液体試料の複素音響インピーダンスに 

Voigtモデルを適用し ZL
* jXR += としたと 

き，角周波数を，液体試料の密度をとする 

とずり弾性定数 c44=（R2-X2）/，粘度=2RX/ 

で表すことができる. 

 

3. トランスデューサの作製 

Fig. 1 に示すように Au/c 軸傾斜配向 ScAlN

薄膜/Al/AT-cut 水晶のトランスデューサを作製

した. ScAlN 薄膜は RF マグネトロンスパッ

タ法により堆積し，c軸傾斜角度は擬似厚みす

べり振動の電気機械結合係数 k’35 が大きくな

る約 30°になるようにした．温度雰囲気 25.00 

± 0.07°C の条件下で，ネットワークアナライ

ザを用いて電気特性の評価を行った. 測定周

波数はおよそ 366 MHzである． 

 

 

 

 

 

 

 

Fig. 1 Structure of shear wave thin film transducer. 

 

4. 測定結果 

液体試料に 6 種類の異なる濃度のグリセリ

ン水溶液（0, 20, 40, 60, 80, 97 wt.%）を用いた．

粘弾性評価の結果を Fig. 2に示す. ずり弾性定

数 c44については負の値となってしまうが，粘

度については濃度に伴う増加傾向がみられ

た．低周波領域のグリセリン水溶液の粘度の理

論値（青い実線）と傾向が一致した． 

Fig. 2  Experimental results of liquid elasticity 

 and viscosity evaluation. 
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